
　育成を目指す子ども像に「誰とで
も、どんな場面においても協働でき
る子ども」を掲げる大阪府寝屋川市
立石津小学校では、その子ども像の
具現化を目指して、道徳科と算数科
で実践研究を進めている。森本朋美
校長は、次のように語る。
　「本校には３０代前半までの若手教
員が多く、指導力向上が課題です。
道徳科と算数科で合わせて年１3回行
う公開授業は、主に若手教員が担当
します。同一中学校区の小・中学校
と合同で行う場合もあり、校内に加
えて、他校の教員からも指導方法や
子どもを見る視点についてアドバイ
スを得られる場となっているため、
先生方は熱心に研

けんさん

鑽を積んでいます」
　では、同校の道徳科と算数科の学習
評価について、それぞれ見ていこう。

　同校では、２００９年度から道徳教
育の実践研究を進めてきた。特に、
２０１６年度からは、道徳の教科化を
見据えて重点テーマを「評価」とし、
評価の目的を「児童を励ます評価」「授
業改善の資料としての評価」と位置
づけた。評価の際に子どもを見取る
方法として用いているのが、学校独
自の「道徳ノート」と、授業ごとの
板書の画像だ。
　研究初期に導入した「道徳ノート」
は、子どもが書いた授業の振り返り
から学習状況や道徳性にかかわる成
長の様子を見取り、認め、励ます評
価に活用してきた。道徳教育推進教
師を務める釜

かま

我
が

あゆみ先生は、次の
ように説明する。
　「『道徳ノート』では、授業の目標
にかかわる記述に着目し、該当箇所
に下線を引くなどして、子どもが考
えをさらに深められるようなコメン
トを書いています（図１）。目標とず
れた記述があれば、問い返すコメン

トを書き、子どもが立ち戻って考え
られるようにしています」
　ただ、書くことが苦手で、「道徳
ノート」に自分の考えを表現できな
い子どもの内面は、どう見取ればよ
いかといった課題があった。当初は、
そうした子どもを中心に、授業中の
気になる発言や様子を教員がその都
度書きとめていたが、教員の負荷が
大きいこともあって長続きしなかっ
た。そこで、次に行ったのが、授業
の板書の撮影だ。黒板には、授業中
の子どもの発言を教員自身が整理し

大阪府寝屋川市立石津小学校では、10年以上にわたる研究の成果を生かして、道徳科の評価方法を確立させた。
「評価の観点」を示し、学校全体で評価規準を統一。授業公開などで、保護者とも評価のあり方を共有している。
また、算数科では、学期末に知識・技能の活用力を問うテストを実施し、思考・判断・表現等の評価方法を試行中だ。

道徳ノートを活用し、子どもも保護者も
主体的にかかわる評価を実現
大阪府　寝屋川市立石津小学校

校長

森本朋美
もりもと・ともみ

同校に教頭として赴任後、
校長に着任し７年目。

校内研究推進部部長

竹内寿康
たけうち・としやす

同校に赴任して４年目。５
年生担任。

教務主任

釜我あゆみ
かまが・あゆみ

同校に赴任して５年目。
道徳教育推進教師。音楽
専科。

◎１９82 年に開校。学校教育目標は「豊かな人間
性と強い連帯感を持ち、自主的に考え、何事もや
り通せる児童」。同一中学校区の1中 2小で小中一
貫教育を推進し、地域で指導力向上を図っている。

校長 森本朋美先生
児童数 298 人
学級数 17 学級（うち特別支援学級 5）
電話 072-838-9312
URL http://www2.city.neyagawa.osaka.jp/

school/e/ishizu/

学校事例２

「道徳ノート」や板書の画像
から子どもの内面を見取る

道徳科での学習評価
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て書く。その板書の画像を見返せば、
授業中の子どもの姿が思い起こされ、
評価に活用できると考えたのだ。
　板書の画像データは、校内の共有
フォルダで管理。月１回、各教員に
自身でよいと思った板書の画像を提
出してもらい、それらの中で共有す
べき板書をプリントアウトして廊下
や目に止まりやすい場所に掲示して
いる。各教員は、他の教員の板書を
見ることで、板書の仕方の参考にし
たり、授業づくりや授業改善に生か
したりすることができるという。

　通知表や指導要録での評価の書き
方も、学校全体で統一した。新学習
指導要領やその解説の該当箇所を読
み解き、先進校の取り組みや研究者
の見解を勉強し、全教員で意見を出
し合った。そうして作成したのが、「評
価の観点の一覧」（Ｐ．16図２）だ。
　通知表の記述は、前半と後半に分

け、前半は学習活動の様子を踏まえ
た子どもを励ます内容、後半は具体
的な学習状況の記述とし、全体で
１００～１５０字程度で簡潔に表現する
ことにした。森本校長は、前半の評
価について次のように説明する。
　「担任は、子どものキラリと光る部
分に焦点をあてて評価をしますが、
それは限定的な評価であり、学習指
導要領の解説＊で示された『大くくり
なまとまりを踏まえた評価』にはあ
たらないと考えました。そこで、大
くくりの評価の仕方について議論を
した結果、学期や学年など一定期間
のまとまりの中で捉えた子どもの姿、
例えば、『めあてについて深く考えて
いた』『自分の思いをしっかり書いて
いた』などとすることにしました」
　ただ、大くくりの評価だけでは抽
象的な文章となり、子どもも保護者
も何を評価されているのかが分かり
にくい。そこで、通知表の記載を前
半と後半の２部構成とし、後半に具
体性を持たせた。
　一方、指導要録には、前半の評価

のみを記載することにした。指導要
録は公共性が高く、子どもの具体的
な記述はなじまないと判断したから
だ。
　教員の主観が評価に影響する可能
性についても、時間をかけて議論し
た。その結果、目に見えないものは
評価しないこととし、「意欲が高まっ
た」「深く思っていた」といった記述
はしない方針とした。
　「『教員の実感で褒める』といった
評価の考え方もありますが、通知表
のように文章で残す場合には、根拠
を示せない記載はしないことにしま
した。結果的に、似通った文章にな
るかもしれませんが、正当性を高め
ることを重視しています。評価の自
由度が狭まるため、通知表は学年末
のみの記載とし、その分、『道徳ノー
ト』で、子どもを褒めて励ます評価
を重視しています」（釜我先生）
　大くくりなまとまりで評価するた
めの資料として、「道徳ノート」には
学期末に学期間の授業を振り返って
いちばん心に残った教材とその理由

＊　文部科学省「小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編」（110 ページ）。

「道徳ノート」の子どもの記述と、教員の評価（例）図１

通知表は２部構成で記述し、
子どもの成長を伝え、励ます

「道徳ノート」は、進級時に
次の担任に引き継ぎ、子ど
もの理解を深める資料とし
ても活用している。

（イラスト： ©コンドウ カナエ）

＊３点とも、石津小学校提供
資料をそのまま掲載。

子どもの記述（赤字の下線）から、本時のねらいとする
価値に迫ることができたと担任は評価し、励ますコメン
トを記している。

この振り返りでは、以前読んだ資料で学んだことと比較
し、自分にとって価値あるものを自覚し、それを深めよう
としている姿が表れていることを評価した。

◎授業の振り返り ◎学期ごとの振り返り
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について書くページを設けた（図１）。
そして、学期末に振り返る際には、
教員が撮りためた板書の画像を電子
黒板に映し、「この教材では、こんな
話をしたよね」と言って子どもに授
業を思い起こさせてから、「自分の心
に残っているのは何かな？」などと
問いかけている。子どもも、自分の
「道徳ノート」を読み返すことで、学
期全体で学んだことや自分の心の変
化などを振り返ることができている。

　「道徳ノート」には、保護者のコメ

ント欄も設け、子どもが保護者から
の評価も受けられるようにした。保
護者のコメントは必須とはしていな
いが、教員のコメントを読み、子ど
もに問い返して一緒に考えを深めて
いく保護者も多いという。
　さらに、保護者と評価を共有する
ための重要な場が、毎年行う道徳科
の公開授業だ。当日は、担任の願い
や授業の目標などが書かれた保護者
向けの指導案を用意し、配布。保護
者は指導のねらいを理解した上で、
わが子の学習状況を見取る。そうす
ることで、担任の子どもへの評価も
納得できるようになるという。
　「保護者や地域には、道徳科の目標

を学校便りや地域の会合などで折に
触れて説明するようにしています。
家庭と地域と学校が同じ方向性を共
有してこそ、道徳教育の目標は達成
できると考えています」（森本校長）
　２０１７年度からは、同校の「道徳
ノート」を寝屋川市のすべての公立
小・中学校が活用。さらに、同校の
中学校区では、小・中学校が合同で
道徳教育の公開授業を行い、地域の
足並みがそろった道徳教育を展開し
ている。

　算数科では、２０１１年度から実践
研究を行っている。２０１２年度から
は研究主題を「つながり高まる算数」
とし、発表・交流活動を中心とした
問題解決型学習を行った。そして、
２０１７年度からは、新学習指導要領
で示された「数学的な見方・考え方」
に結びつく言葉、図、数、式、表、
グラフを相互に関連づけた活動を軸
に、実践研究を進めている。
　年３回実施する研究授業は、学年
縦割りのグループで行う。例えば、
２年生の研究授業には、２年生担任
のほかに、高学年・中学年から各１
人が加わり、指導案を検討する。校
内研究推進部部長の竹内寿康先生は、
その理由を次のように説明する。
　「例えば、５年生で学習する小数÷
小数の計算でつまずく子どもは、４
年生の小数÷整数でわり算の概念を
理解できていないなど、学習内容は
学年を超えて関連しています。６年
間を系統的に捉えた授業づくりがで
きるよう、研究授業は異学年混合と
しました」
　新学習指導要領で評価の観点が３
つに整理されたことを受け、算数科
では２０１７年度から思考・判断・表

道徳科　評価の観点の一覧図２

＊石津小学校提供資料をそのまま掲載。

学期末に行うテストで
活用力を測る

算数科での学習評価担任の願いや授業の目標を
保護者向けの指導案で共有
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現を評価するための学校独自の「説
明力テスト」（現在は、「活用力評価
テスト」）を、学期末に行うこととし
た。問題数は１～２問程度とし、１
回１５分程度で解答できる量だ。学年
ごとに子どもがよくつまずく単元や
活用力を試してほしい単元を選定し
て、文部科学省「全国学力・学習状
況調査」や寝屋川市の学習到達度調
査などの問題を基に作成している。
　「『全国学力・学習状況調査』等は、
子どもに身につけてほしい資質・能
力の指針となるものであり、良問が
そろっています。『活用力評価テスト』
はその要素を取り入れた問題とする
ことで、教員の作問の負荷を減らす
ことも目指しました」（竹内先生）
　教員自身が問題を作り、学期末ま
でに子どもに身につけさせたい資質・
能力を明確に意識することによって、

単元の目標から逆算して授業づくり
をする考え方も浸透してきたと、竹
内先生は指摘する。　
　「単元の到達度を測る問題を教員が
自ら考えることで、普段の授業でも
思考力や表現力などの育成を強く意
識した指導ができています。子ども
が思考・表現する場が増え、子ども
の授業ノート（図３）を見ると、考
える習慣が身についてきているのを
感じます」
　さらに、森本校長は、「活用力評価
テスト」の意義を次のように語る。
　「日々の指導では、授業を進めるこ
とに集中しがちです。そうした中、
何のためにその教育活動を行うのか
を見失わないように、目標を再確認
することが重要です。学期末に行う
『活用力評価テスト』は、そうした場
にもなっています」

　「活用力評価テスト」の実施後は、
子どもの解答の傾向や正答率などを
学年団や校内研究推進部で分析し、
指導改善や研究授業に生かしている。

　今後の課題は、２０２０年度の学習
評価の方針を示すことだ。現在進め
ている教育課程の編成や学校行事の
年間計画の立案を終えた後、各学年
の代表１人と、校内研修部、管理職
から成る「評価検討委員会」で、年
度内に評価方針を打ち出す予定だ。
　「本校のこれまでの研究成果や本年
度の成果と課題を、国立教育政策研
究所から出される指針や教科書とす
り合わせて、本校の学習評価の方針
を検討し、さらに校内で共有して、
４月の新課程全面実施を迎えたいと
考えています」（森本校長）
　「主体的に学習に取り組む態度」の
評価については、道徳科の評価と同
様に、教員の主観に左右されずに評
価するにはどうすればよいか、評価
の材料をどのように集めるのかが課
題になると、森本校長は語る。
　「振り返りの質の向上が、『主体的
に学習に取り組む態度』の評価の鍵
になると考えています。感想にとど
まらない振り返りを子どもが書ける
ようにし、次の学びにつなげていく
ためには、どのように指導すればよ
いのか。道徳科の実践研究を参考に
して、子どもの書いた振り返りを教
員間で共有し、まずは子どもの内面
を見取る力を高めていきたいと思い
ます。そうした指導改善によって学
習評価も日々進化を遂げるものであ
り、指導や評価に完成形はありませ
ん。これからも目の前の子どもの成
長に資するよう、不断の努力をして
いきたいと思います」

思考などを見取るために、子どものノー
トを定期的にチェック。上記のノートは、
図と式と言葉が関連づけられている点
や、式に「→＋6」と書き加えられてい
る点に着目し、言葉と図が関連してい
て説明の根拠となり得ていると評価し、
コメントを記入した。また、右の写真の
ように、子どもにお手本にしてほしいノー
トを廊下に掲示し、子ども同士でも学
び合えるようにしている。

＊石津小学校提供資料をそのまま掲載。

子どもの算数のノートと教員の見取り（例）図３

評価検討委員会で
新年度までに指針を提示

2020年度に向けて
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